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事業名：仕事の日本語習得を通して行う生活相談と就労支援 

 

●仕事に必要な日本語講座 

 

目的 

 

外国人県民を対象とした「仕事に必要な日本語

講座」を実施し、地域活性化を担うべく外国人県

民の日本語力向上に貢献することと多文化共生

の職場環境を推進することを目的に募集をし

た。 

 

 

 

 

 

結果 

 

申込期間を１か月とし募集したが、参加者が全く

集まらなかった。要因としては、広報の不足を始

め、参加要件が限定的であったこと、費用面など

が考えられた。 

 

 

課題 

 

日本語教師資格保有者から専門的な日本語を教

授への費用負担が、外国人当事者には理解が難

しいという点（無料希望が多い）。また、仕事の休

日である日曜日を毎週参加するのは厳しいとの

意見もあった。あわせて費用負担等への事業所

の認識、理解も不足していたと考えられる。 

 

 

 

●生活相談と就労支援 

・相談案件は 10 月～１月末現在１５件となっている。多くは、ベトナム国籍の方から相談が多い。 

・内容は、保育園、幼稚園、小学校での説明会への同行通訳依頼や、子どもの予防接種の同行などが 

 多く見られる。また、就労支援に関しても、子どもを保育園に入園に合わせて仕事に就きたいとの 

 相談が寄せられている。                                               

物価高や円安の影響を受け、生活費が苦しいといった家計相談もある。 

・市の担当課や社会福祉協議会や国際交流協会、小学校、ハローワーク等とも連携をしながら、地域リ

ソースとつながり、課題解決が出来るよう日々、活動している。 


